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• 東京都医師会医療情報検討委員会では医師会員（A

会員）を対象に、「医療とITに関する調査」と題し

て、医療機関におけるIT化に関するアンケート調査

を2年毎に行っている。

• 本報告では、平成28年2月に行ったアンケート調査

の結果について概説する。

• 本年度の送付数は9,884、有効回答数は5,147であ

り、有効回答率52.1%も含めて前回と比較して変化

はなかった。



診療室でのインターネットの使用用途
（複数回答可）
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3.0%

18.4%

20.0%

25.0%

35.9%

35.9%

36.9%

44.0%

45.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

無回答

その他

患者への説明ツール

生活、趣味情報の収集

行政情報の取得

薬剤情報の取得

医療文献の検索

通信手段（電子メール等）

使用していない

医療機関情報の取得

H27年度 H25年度

医療機関情報の取得
電子メール等の通信手段
文献検索
薬剤情報
の順

使用していないは、
４割強で変わらず



レセコンの使用状況
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シャープ

NEC

無回答

ビー・エム・エル

ラボテック

ERシステムズ（ユニコン）

東芝（東芝メディカル）

日立

その他

富士通

ORCA

使用していない

パナソニックメディコム（サンヨー）

H27年度 H25年度

レセコンを使用は、８割
強と変わらず

シェアは変化なし



電子カルテの使用状況
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三菱（三菱化学ビーシーエル、三菱電機）

島津製作所

NEC

無回答

油井コンサルティング

東芝（東芝メディカル）

ダイナミクス研究会

富士通

ビー・エム・エル

パナソニックメディコム（サンヨー）

ラボテック

その他

使用していない

H27年度 H25年度

電子カルテを使用してい
る医療機関は、42.5%（２
年前は36.4%）と増加

シェアは著変なし



1年未満

7.9%
1年以上～2年

未満…

2年以上～3年

未満…

3年以上～

4年未満

6.9%

4年以上～5

年未満…

5年以上

62.2%

無回答

1.8% インターネッ

トにつながっ

ていない

58.1%

クラウドでは

ないが、イン

ターネットに

つながって…

クラウドの電子

カルテを使用し

ている…

無回答な

ど

2.8%

電子カルテの使用期間 電子カルテはインターネットに
つながっていますか

６割以上が５年以上

毎年約７％が新たに導入 インターネットに繋い
でいないが半数以上

クラウド型電子カルテ
は6.5%



医師が入

力

88.4%

代行入力

6.0%

その他

4.1%

無回答

1.5%

キーボー

ド入力

93.2%

無回答な

ど

3.1%

手書き入

力

2.3%

音声入力

0.8%
その他

0.6%

電子カルテのデータ入力者 電子カルテのデータ入力方法

医師自身が約９割 ９割以上がキーボード入力



医療機器の電子化と電子カルテとの連動状況

電子化なし
（％）

電子化あり
（％）

電カルと連動
（％）

単純Xp 28 51 21
造影Xp 40 38 22
CT•MRI 11 53 36
内視鏡 46 33 22
心電図 72 13 16
眼底 54 29 18
エコー 67 18 16

単純XpとCT・MRIは電子化率が半数以上

電子カルテとの連動は、CT・MRIが36%で最も高く、
他の機器は概ね２割前後



紙媒体

54.8%

電子媒体

16.2%

インター

ネット

20.4%

使用して

いない

6.5%

無回答な

ど

2.1%

血液検査データ

紙媒体

20.6%

電子媒体

39.3%

インター

ネット

1.7%

使用して

いない

29.9%

無回答な

ど

8.5%

CT・MRIなどの画像データ

紙媒体

43.1%

電子媒体

7.1%

インター

ネット

1.2%

使用して

いない

39.1%

無回答な

ど

9.4%

ホルター心電図や脳波などの解析デー

タ

臨床検査データの受取方法

過半数が紙媒体

インターネットや電子媒体も
それぞれ約２割

電子媒体が約４割
紙媒体は約２割

紙媒体が４割強
電子媒体は１割未満

電子媒体が普及しているのは、
画像データ
➡︎血液検査データ
➡︎解析データ
の順

ただし、インターネットの利用は
血液検査データが最も普及



書類や検査データの保存方法 -1

紙媒体のま…

電子化し…

紙・…

わからな

い

0.3%

無回答

0.9%

紹介状

紙媒体の

まま保存

60.9%

電子化し

て保存

21.7%

紙・…

わからな

い

1.0%

無回答

2.9%

血液検査データ

「紙媒体のまま保存」されている医療
機関が2/3

「電子化して保存」と「紙・電子媒体
の両方で保存」を合わせて約1/3

「紙媒体のまま保存」されている医療
機関が2/3

「電子化して保存」と「紙・電子媒体
の両方で保存」を合わせて約1/3



書類や検査データの保存方法 -2

紙媒体の…

電子化して…

紙・電

子媒…

わ…

無回答

9.5%

CT・MRIなどの画像データ

紙媒体の

まま保存

55.8%

電子化し…

紙・…

わからな

い

13.2%

無回答

12.8%

ホルター心電図や脳波などの解析

データ

「紙媒体のまま保存」されている医療
機関が約４割

「電子化して保存」と「紙・電子媒体
の両方で保存」を合わせると約４割

「紙媒体のまま保存」されている医療
機関が約55％

「電子化して保存」と「紙・電子媒体
の両方で保存」を合わせて２割弱



地域の病院・診療所との連携の状況
（複数回答可）
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

処方や注射、検体検査結果など主にテキストデー

タを電子的なネットワークで連携

内視鏡画像や画像入りレポートなどの画像データ

を電子的なネットワークで連携

無回答

連携をしていない

CD-ROMやUSBメモリなどの電子媒体による連携

連携パスなどの紙媒体による連携

電話やFAXなどの通信による連携

電話やFAXが2/3
紙媒体による連携パスが４割強

電子媒体を利用した連携は約２割

電子的なネットワークは2%



総括・考察
• 診察室内でのインターネットの利用は、平成25年度と比較して

横ばいであり、インターネットの有効利用は格段には進んでい

ないことが示唆された。

• 電子カルテ利用者は、ほぼ一定のペースで年々増加してきてい

る。ただし、クラウド型電子カルテは未だ少数派にとどまるこ

とが明らかとなった。

• 種々の医療データの保存や授受、さらに病診・診診連携におけ

るネットワークの利用は未だ極めて少数派にとどまっていた。

一方で、画像データを中心に、電子化や電子カルテとの連動が

進んでいるものもあり、今後はネットワークを利用した医療

データのやり取りが普及することが期待される。



本アンケート調査にご協力いただいた会員

各位に心から感謝申し上げます。

今後の調査に対して、より多くの皆様がご

協力くださいますようお願い申し上げます。

ご清聴、誠にありがとうございました。


